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工藤 英明 

 

Ｈ２５年（2013）年６月１５日

（土）、蒲田小学校会議室にて今年度の呑川の会総会が開催されました。定刻午後１時半に白石副代表の議長

＝司会進行で開幕し、滞りなく、午後４時過ぎに閉幕しました。 

 

まず、出席者の自己紹介に始まり、事務局からの会活動報告、担当からの会計報告・監査報告と進みました。高

橋代表提唱通り、これらは、できるだけ簡素化し、次年度の活動計画案と会のあり方、会の存続・発展を願っての

「討論」「意見交換」に時間を割く様、取り計らいました。 

 

平成２４年度呑川の会活動報告 

1.会員の動向：  

青木陽二様 2012.11.24 三橋美栄子

様 2013.1、石原百合子様2013.4.6高

橋瑞枝様2013.4.25の４名の方々が入

会され、退会者3 名ということで会員

数は学生会員2名を含め 51名。（13

年 6月 1日現在） 

 その後 総会時に芝崎希美夫様が

入会されました。 別紙 会員名簿 

参照 

2.会報「のみがわ」発行 

のみがわ第６５号2012.7.18、第６６号2012.11.1、第６７号2013.3.4の３回発行。 

3.大きなイベント 

1）呑川講座開催２０１２年９月２７日、１０月６日、１１日、２０日、２５日（呑川ネット主催） 

   基調講演  首都大学東京 都市科学研究科 菊地 俊夫教授 

2）第 10回（2012.6.21）及び第１1回（2013.2.18） 大田区との意見交換会開催（呑川ネット主催） 

3）呑川下流域水辺ウォッチング：2012年 11月 24日（土）に小型動力船で実施。（呑川ネット主催） 

4.役所訪問 

1.都庁第二庁舎：2013.5.31（金）下水道局下水道局計画調整部計画課基本計画主査 五味和貴さん 

この関連記事は、別項の記事を参照ください。 

─ ╖ ⅜ ╦ 

呑川の会 総会 開かれる 

 

――― 新世話人、活動計画等 決定  
 

2013 7 10 68  

 1ə45-0061 1-26-  

    ─      

─  e-mail  mitsuo.tak ahashi@nifty.com 

─ HP http://home.m00.itscom.net/nomigawa/  

HP http://homepage2.nifty.com/aoiyume/  

mailto:mitsuo.takahashi@nifty.com
http://home.m00.itscom.net/nomigawa/
http://homepage2.nifty.com/aoiyume/
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「区などと連携して効果的な合流式下水道の改善対策を検討」 

5.都市河川ｳｫｰｸ：秋季河川ウォーク(2012/11/10)：石神井川中流②春季河川ウォーク(2013/4/6)：黒目川中流 

 

6.お花見ウォーク等①2013.3.24観光協会主催 洗足池・東工大コース②2013.4.7 東工大・呑川桜ウォーク 

 

7.小学校総合呑川学習支援事業①おなづか小４年生 2013.6.3 ②久原小４年生③2013.6.7 ④雪小３年生は、

組ごとの３回に分けてきめ細かく実施（6.11、6.14、6.21）。   

 

8.展示等への参加①雪谷文化センターまつり12.10.13②おおた商い観光展 1210.13③区民活動フォーラム

13.1.26④大田区エコフェスタ13.2.24⑤花とみどり展13.3.16⑥文化の森フェスタ 13.3.23/4 

                  

9.その他：犬走臭気測定・臭気原因物質採集調査：第一回12/8/1  第二回 1３/4/26   

 

10.呑川の会（呑川ネット）定例・呑川の会定例会：毎月のように開催しました。 

 

平成２４年度 会計報告・監査報告 

 別紙のとおり、福井会計担当、古海会計監査担当から報告があり、了解されました。 

 

平成２５年度呑川の会活動計画 

1.会報「のみがわ」3ｹ月１度又はそれ以上の頻度で発行する。呑川の会会員増につなげる。 

2.小学校総合学習支援としての呑川ウォーク（おなづか小、久原小、雪小等） 

 

3.春秋 2回の都市河川ウォーク：秋：古川・渋谷川 春：白子川 

4.研究調査活動：魚調査・生き物調査・呑川利用調査 

 

5.定例会偶数月の第二土曜日の午後・次回H26総会は、4月１９日（土）開催予定 

6.区社教連携呑川講座： 

標題（キャッチフレーズ）を「もっと知りたい・深めたい－郷土の川・呑川」 

  10月 31日（木）から毎週木曜日 11月 28日（木）まで連続5回  詳細後日連絡 

7.呑川散策観光（ガイド）マップ・呑川のあらましの作成：ＰＴのリーダーは白石副代表 

8.会としての魅力を増すための企画・研究・調査活動：まず最初に会員宛にアンケート調査を実施する。 

 

会計年度変更のお知らせ 

当会の会計年度は、会発足以来、毎年、6月から翌年5月でしたが、今年度を6月から来年3月の10ｹ月とし、

以降は、毎年、4月から3月の 12ｹ月を会計年度とすることに決しました。 

 

今年度の世話人 

次の通り留任・選任されました。 

代表：高橋光夫、副代表：白石琇朗、会計：福井甫、会計監査：古海信雄、事務局：菱沼公平、工藤英明、大坪庄

吾、南弘元、小林賢司、 



3 

 

 

 

 

 

 

おなづか小学校  ６月３日(月)                 大坪 庄吾   

 ６月３日（月）おなづか小学校4年生 57名を対象とした呑川見学会が行われました。呑川の会からはサポータ

ーとして高橋、古海、福井、工藤、菱沼、白石、田中（剛）、大坪の8人が参加しました。 

おなづか小学校側は6つの班にわかれ、それぞれにサポー

ターが付きました。8時半、学校出発、池上まで歩き、御嶽山ま

で池上線に乗車し、駅より東調布公園まで行ってから呑川見学

をはじめました。天候も良く、池上橋までは新宿の落合水再生セ

ンターからの清流が観察できました。コサギ、カルガモ、ミシシッ

ピイアカミミガメ、ハクセキレイ、下流に行ってからコイ、カワウな

どが観察できました。子どもたちは生き物に関心が高く、見つけ

るたびに歓声をあげていました。はじめは干潮でしたが、しだい

に流れがゆるやかになり、最後の大平橋のあたりでは満ち汐に

なり始めていたので、干満による流れの違いも知らせることができました。この日は水質もきれいで、大平橋近く

にあったジェットストリィマーの船も見ることができました。久原小学校のように事前学習の機会があれば説明もわ

かり易かったと思いましたが、歩いてその場にあわせた説明しかできなかったので今後学校側にも伝えていきた

いと思いました。大平橋から学校まで歩き、私たちは給食をいただいてから解散しました。  

 

 久原小学校    ６月７日(金)                      高橋 光夫   

今年は学校から「長栄橋」に出て、池上地域を通って蒲田駅に

向かうコース。 

6/4 に大坪さんの「事前学習」が行われていたので、子どもたちは

実によく知っていて、蒲田に来たら「これ、硫化水素の臭い？」など

と質問を受けるほどでした。この地域の水の汚れ、フェンスに溜ま

るゴミの量にも驚いたようです。 

ただ、この日は我々案内者が8人しか確保出来ず、一班17人を一

人で案内せざるを得ず、不十分な結果になり、子どもたちには申し

訳ない気がしました。 

 

 雪谷小学校    ６月１１日(火)、１４日（金）、２１日(金)        福井 甫 

おなづか小学校、久原小学校が４年生の総合学習での呑川ウォー

クに対し、雪谷小学校は３年生の街たんけん授業での呑川ウオー

クです。授業は６０分を雪小から中原街道過ぎまでの呑川観察、３

０分をスライドでの説明や質疑応答です。 

９０年前の地図を見せて当時雪小付近はまだ田んぼだったこと、呑

川の位置も全然違うこと、池上線も雪谷までは開通していても石川

台にはまだ通っていないことなどを知ると驚いたようでした。   

子どもたちは後から礼状を書いてくれました。（９ページに一部紹介してますのでご覧ください） 

今年も小学校の呑川ウォーキングに協力 

 

――― おなづか小学校、久原小学校、雪谷小学校 ――― 
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  高橋 光夫  

 

 

 

当日は大雨・大風が予想され、おそるおそる西武池袋線「ひばりヶ丘」に集まり、とにかくスタート。 

「黒目川」は途中で「落合川」の流れと合流し、「新河岸川 」に入り、最後には「荒川」に入る一級河川だ。 

 

・（自然度の高い都市河川の背景） 

あいにく、今年の桜の季節は異常に早く、菜の花ばか

りが目立っていたが、それよりも何よりも「都市河川」ら

しい「コンクリート３面張り」はどこにも見えない。それに

は訳があった・・・ 

初期の改修計画では、両岸に高い堤防を作るプラン

であったが、住民は元々あった両岸の桜並木の保全

を求めた。堤防は桜並木の撤去無しに作れないため、

結局堤防はあきらめ、その代わりに河床を掘り下げ、

河道面積を確保することになった。こうして堤防の無い

自然度の高い川が実現出来たのである。 

 

 

・（あちこちから流れ込む湧水） 

「黒目川」を流れる水の美しさはバツグンで実に気持ち

が良い。どうしてこんなにきれいなのだろうと思いなが

ら歩くと、実にあちこちから大量の湧水が流れ込んで

いる。左の写真は「妙音沢」で、この場所の斜面林から

湧水が浸み出しているのが見える。我々はこの木道で、

鳥たちの声を聞きながら昼食休憩を取った。 

 

 

 

・（マルタの産卵行動） 

「黒目川」の河床はコンクリートでなく、土砂が透けて見

える。きれいな水と自然度の高い河床は魚たちにとっ

て良い繁殖の場となる。水面がバシャバシャいってい

るので見ると、赤い尾びれが特徴のマルタが、さかん

に繁殖行動。 

桜の時期にまた来てみたい「黒目川」である。 

（実際の散策コースは、前号67 号の記事を参照してく

ださい。） 

 

2013/4/6 春の都市河川ウォーク 

「黒目川・お花見ウォーク」 
 

Ί 市民の要望で、自然豊かな川が実現 Ί 
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呑川沿岸（工大橋～河口）の樹木   （第１８回） 

 
――― ビョウヤナギ ΊΊ           
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福井 甫 

 

 

都・下水道局は3 年ごとに経営計画を策定しているが、この3 月に 2013 年～2015 年の経営計画（経営計画

2013）が発表されたので、5名で訪問し、内容をお聞きした。  

 日時    5月 31日（金） 10時～12時 

 訪問先  下水道局計画調整部計画課 五味係長、伊藤係長、大友主任 

お忙しい中、長時間私たちの質問に丁寧に率直に対応くださったことをまず感謝したい。 

 

「経営計画2013」は平成23年に下水道法が改正され、下水道の問題については地方自治体がまず担うという方

針が明確になったためもあってか、全般により踏み込んだ記述が多くなったように思う。 

 そして呑川の一番の合流式の問題について大雑把にいえば「経営計画2013」では次のように整理されてい

る。 

（1） 合流式による川の汚染を分流式と同程度に 

 下水道法により合流式下水道から川に放流される汚濁負荷量を分流式の汚濁負荷量と同程度にする。 具

体的に下水道法・同政令で区部ではBOD40mg/L以下とするに定められており、それを目指す 

 

（２） これまでの主な対策 

遮集菅の整備・水面制御装置の設置 

  吐口からでる汚水（写真）についてはまず汚水を森ケ崎水再生センターへ送水する遮集菅の強化、また吐

口近くに下水道管内のゴミ・汚物の川への流出を抑制する水

面制御装置の設置等の対策は完了し、いわば直接的に川に

流入する汚濁物抑制策は一応完了した。 

（３） 今後の主な対策 

貯留施設の設置 

従って今後の対策としては大きくは大雨時に越流水として吐

口から川に流入する手前で抑える貯留施設の設置を重点的

に進め、数値目標も定めた。しかしその中に呑川には数値目 

標はない。呑川については他の渋谷川・古川、白子川と同じ

で「区などと連携して効果的な合流式下水道の改善対策を       写真 吐口からの越流水 

検討」とあるのみで、その具体的な中身は全く白紙とのこと。 

また貯留施設設置のためには1か所で公園等の地下に設置の場合、最低1000㎡、 道路下に設置する

場合直径２～３㍍長さ1000㍍の広さ（半径1.5㍍で長さ1000㍍だと貯留量7065㎥）と工事用の基地として

1000㎡、必要とのことであった。何か所必要かはそれぞれの川による。 

呑川で具体的に貯留施設の設置できる場所として、何處が考えられるか。校庭は何年間も子どもたちが

運動できないことはありえないし、せいぜい呑川沿いの公園、道路下ぐらいなのだろうか。これは勿論目黒

区、世田谷区にも設置してもらう必要はある。  

  

（４） その他の照会事項と回答は次の通り 

  汚濁堆積物の組成分析の有無 

  下水道局「経営計画2013」 について 
 

           今後の合流式改善計画  
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    汚濁堆積物は呑川に入る①ゴミ ②落ち葉 ③越流時の汚濁物（トイレし尿、生活水）、④ 下水管の油脂

等の付着物 ⑤降雨初期の道路のよごれ が考えられるが組成分析の結果により対策も変わるはずで記録

があるか問い合わせたところ知らないとのこと。 

  

  都民からの越流水に関わる苦情を把握しているか 

   特に把握はしていない。 

   

 下水道法 21条政令 12条第 3 項の越流時の吐口からの放流水の年1 回の水質検査の検査結果はどうなって

いるか 

    この件については後日電話で、呑川に関しては、森ケ崎水再生センターの中と森ケ崎処理区の中のポン

プ場で検査している。これは他の川についても同様で、その数値は公表はしていない。 

    実際に川への吐口からの放流水の水質を測ることが望ましいが、大雨での測定作業の危険性、技術的な

問題等もあり、現実には測定していないということである。 

     

そして繰り返し言われたのは下水道局としては吐口からでる放流水の水質を下水道法8条で定める 

5日間で40mg/Lにすることであるということである。 

 

 これはある意味で当然かもしれない。下水道の水質を決める最終的な目標は放流水が最終的に流れ込む

湾、湖沼の水質の確保であろうから。 

 そして個々の河川での影響はそれぞれ違う。越流水が常に一気に海、湖沼に流れ込めば川での越流水の

問題は生じない。呑川の場合、河床構造の影響等で西蒲田地区に合流式の負の部分が集中するということだ

ろう。その他呑川固有の問題もあるかもわからない。 とすれば住民、従って区が越流水の最終責任者だとい

うことを自覚して総合的に取り組むことが肝要だと思う。 

  なお下水道局「経営計画2013」は都・下水道局のホームページのトップ・ページの「局の重要な政策情報」で

みることができます。 

 

呑川での魚の大量死 

 

６月１７日に呑川の上堰橋～宮之橋の区間を中心に体長

５～１０センチのモツゴ、ボラの稚魚を中心に約５０００匹

の魚のえい死が発生し、都・環境局も発表してます。 

 

 環境局は 2011年度以降 都内の河川での魚の 

大量死の発表をしてますが、全体で７回の内、呑川 

が２回、原因はいずれも当日あるいは前日の降雨により

河床の泥が撹拌され溶存酸素が不足したためとしていま

す。他には青梅の近くの霞川も２回ありますが、これは２

回とも原因不明。あとは天王洲運河、旧中川、隅田川が            写真  高橋 光夫 

各１回ですから、呑川は多い。 

なおNHKでも夕方６時の首都圏ネットワークで取り上げられたようです。 
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呑 川 の 名 品 
 

        和菓子 ・ 「呑川の瀬 」     
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  私たち呑川の会は大田区を西北から東南へ文字通り貫流する呑川を楽しむと同時に呑川がもっと区民に

もっと親しまれる川にならないかと活動している団体です。1997年からほぼ15 年経過しておりますが、そのよう

な活動が認められ2011年 7月には都建設局から河川愛護活動に努めたと感謝状が贈呈されました。 

 私たちは具体的には呑川はじめ近辺の川を楽しむとともに小学校の呑川ウォーキングへの協力、呑川写真展

の開催、呑川の環境改善について東京都・大田区への提言活動等々の活動をしております。その趣旨に賛同さ

れ、是非 加入くださることをお願いいたします。 

 会費  年 2000円（４月から翌年３月までで 中途加入者はその年は1000円） 

 連絡先 高橋光夫・呑川の会代表まで 

      電話  080-5376-8419 

      E-mail mitsuo.takahashi@nifty.com 

 

 今後のスケジュール 

 

 ７月１８日（木）世話人の呑川ウォーク 池上橋９時３０分集合 夫婦橋まで 

          参加できる会員はご参加ください 

 ７月１８日（木）呑川ネット定例会 １３時３０分 生活センター講座室 

 7月 25日（木）生活クラブ生協の子どもたちの呑川観察ウォークに協力 

 ８月１０日（土）呑川の会定例会 詳細別途通知 

 ８月３０日（金）雪谷小学校 わくわく教室 

10月 31日（木）呑川の会会員による呑川講座開始 11月２８日まで毎週木曜日 連続 5回 

 

アンケートへの協力のお願い 

 

 呑川の会の会員は高齢等により退会される方がおられる一方 入会してくださる方もあり、ほぼ 

50 名前後で推移しています。 一方、そのうち会費だけ納入してくださっている会員が半数以上で、その方々

が私たちの活動を支えてくださっており、大変感謝しております。 

 そこで今回そのような方が少しでも会行事に参加しやすい曜日・時間を伺うと同時に皆さまのご意見を私たち

の活動に反映させたいとアンケートをお願いすることにいたしました。 ご多忙中、恐縮ですが、事情をご理解

の上、ご協力してくださることをお願いいたします。 7 月中に同封の封筒で回答くだされば幸いです。なお皆

さまのご回答のまとめは、次号会ニュース発行時にお送りする予定です。 

 

 会費納入のお願い 

 

  本年度会費（2000円）を未納の方には 払込取扱票を同封しましたので、お手数ですが納入をお願いいたし

ます。ただし、会計年度変更のため本年度の会費は本年６月から来年３月分であることをご了承ください。 

 

編集担当 

 今年も猛暑になりそうですが、皆さまのご健勝をお祈りいたします。         福井 甫 

 

呑川の会へのお誘い 

mailto:mitsuo.takahashi@nifty.com

